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日進市教育委員会定例会（令和７年７月）会議録 

 

１． 日時 

令和７年７月１６日（水曜日）午後２時から 

 

２． 場所 

市役所本庁舎４階 第３会議室 

 

３． 出席者 

〔教育長・委員〕 

岩田憲二（教育長）、武田立史（教育長職務代理者）、小林秀一、伊藤志門、 

市来ちさ、𠮷田優香理 

〔事務局〕 

 伊東あゆみ（副教育長） 

生涯学習部 

長原範幸（生涯学習部長）、髙栁秀史（学習政策課長）、 

大鐘徹也（学び支援課長）、寺田勉（学び支援課（図書館）課長補佐） 

学校教育部 

棚瀬浩三（学校教育部長）、蛭牟田弘樹（学校教育部主任指導主事）、 

桃原勇二（学校教育課長）、藤森祐紀（学校教育課指導主事）、 

岡田剛（学校給食センター所長） 

〔書記〕 

鳥居泰秀（学習政策課課長補佐）、海野享子（学習政策課主任主査）、 

樋口舞子（学習政策課主事） 

 

４． 欠席者 

 なし 

 

５． 傍聴の可否及び有無 

傍聴可 １名 

 

６． 会議録署名者 

岩田教育長、小林委員、伊藤委員 

 

７． 議事の経過 

（開会） 

（前回会議録の承認） 

（諸般の報告） 

（議事） 

議案第５６号 日進市立小・中学校体育施設等使用に関する取扱要領の一部改正に

ついて【学習政策課】 
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議案第５７号 日進市教育支援センターの休業日について【学校教育課】 

議案第５８号 令和８年度使用教科用図書の採択について【学校教育課】 

（報告事項） 

事務局報告 

【学習政策課】 

 ・令和７年第２回日進市議会定例会一般質問・答弁内容（教育委員会分）について 

  〔資料 No.１〕 

 ・教育委員会の後援等名義使用等について〔資料 No.２〕 

・事業等報告について〔資料 No.３〕 

【学び支援課】 

・教育委員会に関する情報公開請求について〔資料 No.４〕 

・事業等報告について〔資料 No.５〕 

【図書館】 

・事業等報告について〔資料 No.６〕 

【学校教育課】 

 ・事業等報告について〔資料 No.７〕 

【学校給食センター】 

 ・事業等報告について〔資料 No.８〕 

（行事予定）（令和７年７月１７日から８月６日まで） 

（その他） 

（閉会）  

 

８． 次回会議日程 

定例会 

日 時：令和７年８月６日（水曜日） 午後２時から 

場 所：市役所本庁舎４階 第３会議室 

 

 

 

発言者及び発言内容 

教育長 

 ただ今から令和７年７月定例教育委員会を開会します。  

会議規則の定めるところにより議事を進めさせていただきます。 

本日は、全委員が出席していますので、会議は成立いたします。 

本日の会議録署名者は、小林委員、伊藤委員、わたし（教育長）です。会議録調製

者は、学習政策課 海野とします。 

本日の会議には１名の傍聴の申し出がありますが、ご異議はございませんか。 

（全員異議なし） 

それでは傍聴者をお通しください。 

（傍聴者入室） 

傍聴の方は、傍聴のマナーをお守りいただきますようお願いします。 
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では、次第２、令和７年６月定例教育委員会の会議録の承認についてですが、あら

かじめ配付しております会議録案の内容に、ご異議はございませんか。 

なお、今回は教育委員会事務局の発言において一部修正がありました。会議録ご承

認の後には、修正後の内容で会議録を保存、公開させていただきます。 

いかがでしょうか。 

（全員異議なし） 

それでは、令和７年６月定例教育委員会の会議録について賛成の方は挙手をお願い

します。 

（全員挙手） 

それでは、会議録を承認とします。 

次に、次第３、諸般の報告です。私から４点、報告させていただきます。 

６月１５日、日進市役所北駐車場において、日進市水防訓練が行われました。尾三

消防本部の方々の協力を得て、各地区の消防団員、女性消防団員、採用１年目の日進

市職員が参加していました。雨上がりの蒸し暑いコンディションでしたが、てきぱき

とした動きで訓練を行っており、安心いたしました。 

 ６月１７日、日進市がアジア大会クリケット会場に仮決定されたことを受け、日本

クリケット協会とアジア大会組織委員会事務局の方々が来庁されました。大会に向け

て盛り上げていきたいというお話とともに、市内小学校・中学校・高等学校にクリケ

ット用具一式を２セットずつ寄贈いただきました。しっかり活用したいと思います。 

 ６月２５日の日進北中学校を皮切りに、子どもたちの夢や思いの実現を教育委員会

が応援する「提案型研修」の実施に向け、中学生の子どもたちとのランチミーティン

グを始めました。将来の日本、日進市のために、激動の時代をたくましく生き抜く子

どもたちを応援したいと考えています。まずはどんな感じか話を聞いている段階です

が、みんな色々な思いを持っているので、何とか形にしたいなと思っております。 

７月５日、日進市民会館で行われた、にっしんわいわいフェスティバルに行ってき

ました。各ブースが工夫を凝らした活動を紹介しており、今後も長くその活動が続く

と良いなと実感するイベントでした。以上です。 

 

委員 

 中学生とのランチミーティングではどんな話をしているのでしょうか。 

 

教育長 

基本的に話を聞く相手は生徒会役員が中心で、いつも学校のために色々な企画をし

ている子どもたちです。本事業には予算を付けているので、例えば、ある企画をやり

たいけど予算が足りないから応援してほしい、その企画実現のためどこかへ出向いて

学ぶための旅費が必要だ、などやりたいことに関する提案をしてほしいという話をし

ています。その他、職業人の話を聞く機会についても、いつも同じような人ばかりに

なっているので、一度石破首相クラスの人に話を聞いてみたいなど、色々な角度で話

題が挙がっています。 

ただし、先生たちにはできるだけ介入して欲しくないと思っていまして、あくまで

子どもたち自身が学校のために、自分たちのために、何をしたいのかを考えて、その
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ためにどんな勉強が必要かを自分たちで見つけて欲しいと思っています。 

例えば本当に石破さんを呼びたいと思うなら、自分たちで石破さんの秘書に連絡を

取って日程調整、交渉をし、必要があれば東京への交通費を捻出することが必要かも

しれません。また話題についても、今お米問題で人々が困っている中、石破さんはど

う思うのかを答えてもらうような場面を提案してみるのはどうか、など例を挙げなが

ら、話しているうちに子どもたちからも色々と意見が出てきて面白かったです。 

 

委員 

このミーティングをした後にその予算が執行されるのですか。 

 

教育長 

まだまだこれから正式に提案を受けてからになります。 

この事業は予算を１００万円としているので、企画提案のレベルが同じくらいであ

れば各中学校へ２５万円ずつ均等に分ける予定ですが、より魅力的な提案があれば、

その学校には８０万円、他の学校には１０万円や５万円だけ、というふうに変動させ

る可能性もあります。中学生にもそういうリアルな話もしながら、ぜひ教科書だけで

はできないような、本当の体験型の学びを積んでほしいと考えています。何とか卒業

式までに実現できたらと思っています。 

 

委員 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

教育長 

それでは、各委員からも報告をお願いいたします。 

 

委員 

 ６月１６日、竹の山小学校の学校訪問へ行きました。 

校内はゆとりのある開放的な作りとなっており、昇降口や手洗い場は整理整頓が行

き届いて気持ちの良い環境だと感じましたが、校長先生からは、開校１３年目を迎え、

床の劣化、天井の一部に剥がれが見られることなど、施設の経年劣化についてのお話

もありました。 

授業の中で印象に残っているのは、1 年生の体育の授業です。先生が明るく気さくな

声掛けをされていました。そのおかげで子どもたちもメリハリを持って意欲的に授業

に取り組んでいて、感心いたしました。 

 

委員 

 竹の山小学校の学校訪問について、付け足しさせていただきます。 

特別支援学級たんぽぽの授業では、車椅子の子ども２人に対して先生１人と介助員

２人が見守る中、お寿司屋さんのお客と店員の役に分かれて、一生懸命やり取りをし

ていました。市が手厚く介助員などの人員をつけてくれているおかげで、子どもたち

も楽しそうで良いなと思いました。 
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委員 

 ６月５日に南小学校の運動会に行きました。雨で延びに延びての開催でした。学年

で３部に分け、それぞれ２競技程度を効率的に実施されていました。なお、雨で順延

した関係もありますが、当日は給食があり、午後からは授業という日程でした。 

保護者の中には、昔のように前の日から運動会でワクワクする感じは無くなったと

言っていた人もいました。うちの子どもに聞いたときも、体育みたいなものだと言っ

ていたので、体育の授業参観のようになりつつあり、それもどうなのだろうと思いな

がら見ていました。ただ、当日もすごく暑かったので、熱中症対策等も含め、実施方

法は考えないといけないのだと思いました。 

 次に、６月２６日、日進西中学校の学校訪問に行きました。個人的に一番印象に残

ったのは永瀬先生の英語の授業です。定年退職された後にまた教えていらっしゃるの

ですが、理論よりも、先生のリズム感の良さ、発音の良さというのが中学生にもすご

く響いていて、気持ちよく授業が進んでいるところがさすがだなと、こういう経験の

ある先生が授業を続けてくれるのは貴重だと思いながら見学させてもらいました。ま

た、校長先生がとにかく活気のある学校と言われていましたが、先生たちにまず活気

があるなと思いましたし、それを受けて子どもたちにも非常に活気が感じられ、素晴

らしい教育現場だなと思いました。 

 

教育長 

 ありがとうございます。授業の件は、永瀬先生に伝えておきます。 

退職されるときに自分は授業がしたいと言って今の担当をされているので、その授

業を褒めていただけるのは、すごく嬉しいと思います。私も生き生きとした先生の姿

を見られて良かったなと思っています。 

 

委員 

 続いて６月２６日の午後には、令和７年度市町村教育委員会研究協議会の第１回目

が開催され、オンラインで二つのテーマについてのグループ討議に参加しました。 

 テーマの一つ目は、いじめの問題についてでした。そこで本市の取り組みとして、

各生徒に配布しているタブレットに搭載した、いじめのＳＯＳを直接学校、教育委員

会に連絡できるアプリを紹介しましたら、参加者からとても驚かれました。大概は担

任の先生や養護教諭がどうやっていじめを早くキャッチするかという話になりますが、

直接連絡できるのはすごい、どうやって導入したのか、と色々聞かれましたので、ま

た後日、学校教育課から資料を提供してもらいました。 

先ほどの教育長のランチミーティングのお話でも思いましたが、教育長に直接子ど

もたちが会える、話せる機会は、どこの教育委員会もほとんどありません。例えば子

どもたちにいじめの現状について伺うとしても、実際先生たちを通してしまうと多少

フィルターがかかると思います。いじめとイジリについて、研修会の中でもなかなか

線が引きにくいと話をしておりましたが、今の子どもたちにとってどの辺りが境界線

なのか、そういった温度感を直接トップが聞く機会があるというのは良いと思います。 

もう一つのテーマは公立小・中学校の適正規模・適正配置についてでした。日進市
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はまだ教室が足りずその対応をしている話をしたら、そんな市町村は珍しく、ほとん

どが学校を統廃合し、その結果学校が遠くなった児童生徒の登下校をどうするかとい

う問題をかかえているという話でした。以上です。 

 

委員 

 私も同様に市町村教育委員会研究協議会にオンラインで参加しました。 

 一つ目のテーマは不登校についてです。本市だけでなくどこも校内教育支援センタ

ーを設置しているようでしたが、職員の勤務時間が週６時間というところもあり、そ

れでは対応しきれないのではないかと思いました。一方、本市の中学校内ハートフレ

ンドでは、ほぼ毎日人員が配置されています。人員自体もそうですが、このような予

算もきちんと確保しないと効果は見込めないのではないかと思いました。 

二つ目のテーマは地域と学校の連携・協働についてでした。学校運営協議会につい

ては多くの市町村で始まっており、年３回実施のところが多いようですが、それでは

少ないので年５回に設定しているというところもありました。本市もこれから色々検

討しながら、より意味のあるものになると良いと思いました。 

 

委員 

 ６月９日、日進中学校青葉分校の学校訪問に行ってまいりました。 

まず学校の概要説明があり、その後中学部１年生の外国語の授業を見学しました。

その日のテーマは「ラジオＤＪになってクラスメイトを紹介しよう」ということでし

たが、生徒たちは自発的に参加し、それぞれを評価し合い、とても良い雰囲気の中で

進められていました。特に最後に発表した男子生徒の英語のリズム、発音が非常に良

く、ＤＪになりきっていました。我々も見ていて楽しかったですし、先生がとても良

い授業をやっておられると感じました。 

次に７月３日、愛知県市町村教育委員会連合会第５９回定期総会及び研修会に出席

してまいりました。総会では令和７年度の表彰伝達として２０名程の各市町村教育委

員の方が表彰されました。また、令和６年度の事業報告、決算、令和７年度の事業計

画案、予算案などの審議事項があり、すべて承認されました。 

総会後は研修会が開催され、「犬と共に元気になる～日本介助犬協会の活動紹介～」

と題して、社会福祉法人日本介助犬協会理事長の高柳友子先生からのご講演を拝聴し

ました。車椅子を利用される人など身体に障害がある人の日常生活を手助けする介助

犬の紹介でしたが、実際に介助犬が登場し、デモンストレーションを交えてご紹介い

ただき、非常に有意義な時間を過ごせました。特に私のように犬好きの人間といたし

ましては、大変興味深くお話を聞かせていただきました。 

 

委員 

 ６月９日の日進中学校青葉分校の学校訪問には私も参加しました。中学校の授業で

したが、小学部と中学部合同の研究事業で、小学部の先生も一緒に参加しておりまし

た。小学部の先生と中学部の子どもたちの仲がすごく良い印象で、声を掛け合い、良

い雰囲気でした。小学部と中学部の先生方が連携して、それぞれ子どもたちをよく見

て指導していると感じました。 



 7 

 

委員 

介助犬の話について、犬は毎日散歩に行くのが大変というネガティブな印象もあり

ましたが、その裏を返すと毎日散歩に行くという規則的な日常の行動となります。ま

た、犬は基本的にポジティブな性格で、あまり根暗な犬はいないそうです。そうした

犬たちは、病気の人や、気持ちが落ち込んでいる人の横に寄り添う存在として、とて

も良い効果をもたらすそうです。このような犬の特性を色々と教えていただきました。 

話を聞いているうちに、我が家にも学校へ行くのを渋る子どもがいることを思い出

し、子どものために犬を飼ってみようかと一瞬思いました。朝、親が無理に起こすの

ではなく、犬が寄り添って自然に起こしてくれたら、もっと楽なのではないかと。学

校でも、たとえば不登校の児童に一時的に犬を貸し出すような仕組みができたら、子

ども自身も外に出るきっかけになるのではと感じました。犬の散歩を通して、自然と

生活リズムが整ってくることもあるかもしれません。なので、ハートフレンドや特別

支援教室のような場所でも、活用できるのではないかと思いました。もちろん学校と

いう場では実現のハードルはあると思いますが、可能性を感じました。 

 

教育長 

介助犬はコスパが良いとも言われているそうです。普段はほとんど寝ていて、介助

が必要なときだけ集中して動くそうです。 

 

委員 

ただ、訓練された介助犬はまだ数が少ないそうで、また訓練の内容や用途によって

さまざまなタイプの介助犬が存在するようです。例えば、病院の待合や病棟などでの

サポートに貸し出されるタイプ、特定の人に付き添い、常に寄り添って行動を共にす

るタイプなどがあります。訓練の仕方によっては学校も犬の活躍の場となるかもしれ

ないと思いました。 

 

委員 

 私からも３点報告いたします。 

６月８日、歌謡連盟による歌謡発表会に出席してまいりました。 

開始は９時３０分だったのですが、誤って１０時に到着したところ既に始まってお

り、満席で座るところがなく、後ろで立ち見の方もたくさんいました。その後会場内

の座席がどんどん追加されましたが、それでも足りないほどの盛況ぶりでした。歌い

手さんはもちろんのこと、客席側も一体となって盛り上がり、とても活気にあふれた

楽しい会でした。私も手を振りながら一緒に楽しませていただきました。 

６月２１日には、書道連盟展を見学しました。 

各書道団体による作品が数多く並び、中国古典の連作や創作文字など、どれも目を

奪われる素晴らしい作品ばかりでした。子どもたちの作品も多数展示されており、の

びのびと書かれた文字から、健やかに育っている様子がうかがえ、嬉しく思いました。 

６月２６日、日進西中学校の学校訪問に行ってまいりました。 

学校概要の説明を受けた後、３限・４限で計８つの授業を見学しました。どの授業
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も先生方の工夫が凝らされており、大変楽しい内容でした。特に印象的だったのが、

音楽の授業とプールの授業です。 

音楽の授業では、タブレットを活用し、先生が提示したメロディーを基に生徒たち

が編曲し、オリジナルの曲を作る創作活動が行われていました。既に作品が完成した

タイミングでお伺いしたのですが、生徒たちはグループごとに発表し、お互いの曲を

楽しそうに聴き合っていました。その中には外国籍の生徒もおり、言葉がうまく通じ

ない場面もありましたが、タブレットの翻訳機能を使いながら他の生徒とやり取りし

ていて、使い方次第で大きな助けになることを実感しました。 

プールの授業では、到着時に小雨が降り始めており、雷鳴はまだ聞こえていません

でしたが、担当の先生が迅速に判断して授業を中止し、校舎へ子どもたちを戻しまし

た。すぐに土砂降りとなり、雷も鳴り出したので、早い判断が子どもたちの安全を守

るのだと改めて感じました。 

校内では、ハートフレンドのステップアップルームの様子も見学させていただきま

した。詳しい活動内容までは見られませんでしたが、穏やかで楽しそうな雰囲気が伝

わってきました。 

 

委員 

６月１４日、美術連盟展に行ってまいりました。 

今回の展示は「楽しく絵を描こう」というテーマで、一人につき１〜２作品が展示

されており、作品全体からそのテーマがよく伝わってきました。毎年出展している中

学校時代の同級生の作品もあり、今年は去年より少し上手くなったかな、と思いなが

ら、他の作品とあわせて楽しく鑑賞してきました。 

その中でも特に印象に残ったのが、美術連盟の元会長、福岡克二さんの作品でした。

「翁」というタイトルの絵で、もしかすると自画像ではないかと思うのですが、とて

もよく似ていて、親しみやすく、穏やかで人柄の良さがにじみ出ているような雰囲気

がありました。福岡さんもまた、展示のテーマ通りに「楽しく絵を描こう」という気

持ちで、楽しみながら描かれたのだろうと想像しつつ、作品を拝見しました。 

 

教育長 

ありがとうございました。他はよろしいでしょうか。 

それでは次第３は以上です。 

次に、次第４、議事に入ります。 

議案第５６号「日進市立小・中学校体育施設等使用に関する取扱要領の一部改正に

ついて」、学習政策課から説明をお願いします。 

 

学習政策課長 

（資料に基づき説明） 

 

教育長 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 
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委員 

第 1条にある「学校教育に支障のない範囲で」という文言について、学校教育と限定

されている点が少し気になっています。 

この施策の目的は、学校教育も含めた地域活動の推進であり、インクルーシブな観

点から見て、学校教育・家庭教育・地域活動の垣根をなくしていくという方向性の意

味合いで理解していました。学校教育は学校教育としての役割を果たしながらも、地

域が学校と連携・連動して活動していくものではないのでしょうか。 

 

学習政策課長 

 もちろん使い方としてはそのような使い方も可能ですが、開放の枠、利用方法とし

て定めるものとなります。 

 

教育長 

 学校教育活動、授業を優先として、空いた施設を地域に貸し出すという意味合いに

なります。 

 

委員 

 分かりました。地域の活動が学校教育にも良い影響を与えてほしいと思っておりま

す。大きな目標としては学校にもっと地域の人たちに関わっていただくことで、子ど

もたちの地域への愛着、想いなどが育つといいなと思います。 

 

学習政策課長 

 学校運営協議会が今年から立ち上がりましたので、その中でも色々と地域の方に使

っていただけるように考えた部分もあります。 

 

教育長 

 他にございませんか。 

 それでは、議案第５６号に賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

議案第５６号を承認とします。 

 

次に、議案第５７号「日進市教育支援センターの休業日について」、学校教育課か

ら説明をお願いします。 

 

学校教育課長 

（資料に基づき説明） 

 

教育長 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（しばらく間があり）それでは採決を行います。 

議案第５７号「日進市教育支援センターの休業日について」に賛成の方は挙手をお
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願いします。 

（全員挙手） 

議案第５７号を承認とします。 

 

次に、議案第５８号「令和８年度使用教科用図書の採択について」、学校教育課か

ら説明をお願いします。 

 

学校教育課主任指導主事 

（資料に基づき説明） 

 

教育長 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（しばらく間があり）それでは採決を行います。 

議案第５８号「令和８年度使用教科用図書の採択について」に賛成の方は挙手をお

願いします。 

（全員挙手） 

議案第５８号を承認とします。 

 

次に、次第５、報告事項です。 

今回、教育長報告はありません。各所属から、事務局報告をお願いします。 

 

学習政策課長 

 ・令和７年第２回日進市議会定例会一般質問・答弁内容（教育委員会分）について 

・教育委員会の後援等名義使用等について 

・事業等報告について 

（各項目について説明） 

 

学び支援課長 

・教育委員会に関する情報公開請求について 

・事業等報告について 

（各項目について説明） 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

・事業等報告について 

（各項目について説明） 

 

学校教育課主任指導主事 

・事業等報告について 

（各項目について説明） 
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学校給食センター所長 

・事業等報告について 

（各項目について説明） 

 

教育長 

 ただいまの説明についてご意見・ご質問はありませんか。 

 

委員 

 食物アレルギー連絡協議会について、アレルギー担当教員が集まるとのことですが、

この担当教員というのは養護教諭の先生や給食主任の先生とは別のご担当者がいると

いうことでしょうか。 

 

学校給食センター所長 

養護教諭、給食主任の先生の場合もありますが、栄養教諭や別の先生をアレルギー

担当とされている場合もあります。各学校の事情で異なりますが、それぞれ学校へ情

報を持ち帰って共有していただいております。 

 

委員 

 図書館内ショップ「ＴＯＳＨＯＰ(トショップ)」の実証実験について、実際に見に

行かせていただきました。選りすぐりのものが置いてあり、とても楽しめました。 

 この実証実験では何が評価の基準となるのでしょうか。 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

 まず、実証実験の実施者は市ではなく、ショップの設置者でもある図書館運営業務

受託者となっております。普段図書館に来ていないような人たちが来館しているとい

うようなデータが取れれば良いと聞いています。また、この実証実験は本市だけでは

なく、他自治体の図書館２か所を含めた計３か所で同時に実施しています。いずれも

無人ですが、ＡＩカメラがついているので、年齢層などのデータを取りながら、効果

を検証していくようです。 

 

委員 

ショップの売り上げではなく、図書館に普段来ない人が来てくれるようになる、そ

の数値というのが指標なのですね。他の設置場所はどこなのでしょうか。 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

本市以外では２自治体の図書館で設置しております。 

まず、和歌山県海南市で５月３１日に設置されました。こちらは複合施設だそうで

す。続いて本市が全国２例目で、３例目として今月下旬に石川県野々市市にて開設さ

れる予定です。 
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委員 

 図書館に足を向けさせるのが目的で、まずはショップに興味を持っていただき、つ

いでに図書コーナーも行ってみようと思っていただくということですね。 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

 そうですね。また、文房具なども取り扱っておりますので、例えば学習利用してい

る人が、これまではシャープペンの芯がなくなったらわざわざ外に買いに出かけない

といけませんでしたが、図書館内でまかなえることになります。従来から滞在型のサ

ービスを目指しておりますので、その点でも効果を期待しています。 

 

委員 

 今回の報告事項とは関係ないのですが、図書館への意見です。 

 コロナ禍の際には、本の在架状況にかかわらず予約が可能で、図書館まで行かなく

ても近くの福祉会館などで受け取れるシステムが運用されていました。しかし、現在

そのサービスは終了し、図書館にある本は図書館まで直接行かなければならず、一方

で、図書館にない本、つまり他の利用者が借りている本については、予約すれば返却

後に福祉会館などへ配送してもらえるような運用になっています。 

この変更によって、移動が困難な高齢者の方々が不便を感じているという声が聞か

れます。これまで図書を借りることを楽しみにしていたのに、遠くの図書館までは運

転が難しく、借りられなくなったという事態も起きているそうです。世間的にも高齢

者の運転には慎重な意見が多くなっている中で、近隣の福祉会館などで本を受け取れ

るような仕組みを復活してほしいという要望があります。 

もちろん、すべての利用者に対応するのは難しいかもしれませんが、例えば年齢制

限を設ける、障害のある方を対象とするなどして、一部の方だけでもその仕組みを活

用できるなどの検討をお願いしたいという意見です。 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

 ご意見として承ります。 

 

委員 

 西小学校のワークショップについて、２点お聞きします。 

参加者が少ないですが、何か要因はありますでしょうか。また、具体的にワークシ

ョップではどのような意見があったのか、教えてください。 

 

学習政策課長 

 平日の夜と土曜日の午前中の２回設定させていただき、周知も様々な手法で行って

おりましたが、思ったより人が集まらなかった印象です。ただ、事前にアンケート調

査をウェブで実施しており、そこで意見を出された方もいるので、そのような方はあ

らためては参加されなかった可能性があります。 

 ワークショップでのご意見としては、建築予定地が浸水区域にあたることも含めて

安心安全な学校にして欲しいということ、自然豊かな学校なのでそういった特徴は引
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き継いで欲しい、というご意見が多かったです。 

秋頃に第２回目のワークショップとして、もう少し具体的な内容に踏み込んだ会を

開催したいと考えております。周知の方法はあらためて検討してまいります。 

 

教育長 

他にご意見等はございませんか。 

次に、次第６、教育委員会の行事予定についてはお手元の資料をご覧ください。各

所属において補足したい行事がありましたら説明をお願いします。 

（しばらく間があり）特になければ教育委員会の行事予定は以上です。 

次に、次第７、その他としてお伝えすることや全体を通してご意見ご質問等があれ

ばお願いします。 

 

学び支援課（図書館）課長補佐 

 １点、ご報告します。前回の教育委員会内で、濡れた本の返却マナーについてご指

摘いただきましたので、対応についてご報告いたします。 

司書の資格を持っている会計年度職員が、注意喚起のチラシを作成してくれまして、

図書館の配本用の車や、館内の自動返却機の前などに掲示して周知をしております。 

 

委員 

 早速ご対応いただき、ありがとうございます。 

 

教育長 

最後にひとつ、青葉分校での学校訪問について、お褒めいただき大変嬉しく思って

いますが、1点だけ私から指導させてもらったことがあります。 

それは、今年は３年生が難しい学年であるにもかかわらず 1年生で授業見学を実施し

たという点です。私は、難しい学年を見ていただいてこそ意味があると思っています。 

今回は非常に良い生徒が多く、外部からお客さんが来ている場面でしっかり頑張ろ

うと対応しようとする姿勢が見られました。中には 1人だけ、エネルギーが途中で切れ

てしまった子もいましたが、それもまた素直で良いなと感じました。ただ現実には、

教室に入ることができない子どもや、授業が継続できずに先生とトラブルになるケー

スも増えてきているのが実情です。そうした現場の現実をしっかり見ていただきたい

ですし、そういう子たちに対してどのように関わればよいのかという指導的なアドバ

イスをいただけたら、現場の先生たちにとっても大変勉強になるのではないかと思っ

ています。 

今ちょうど、ドラマでも児童相談所をテーマにした作品がありますが、心にさまざ

まなハンディキャップを抱えながら施設で生活している子どもたちの現実をしっかり

見つめる必要があると思っています。そして、そうした子どもたちと日々格闘しなが

ら正面で向き合っている先生たちの姿にも、もっと注目していただきたいという思い

があります。 

来年・再来年の学校訪問の際にはぜひ、そうした観点からの取り組みや評価をお願

いいたします。 
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それでは以上で、本日予定しております内容は全て終了しました。 

次回は８月定例教育委員会を、令和７年８月６日（水曜日）、午後２時から市役所

本庁舎４階、第３会議室で開催します。 

これをもちまして、令和７年７月定例教育委員会を閉会します。 

 

  




































































































































